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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000

PDZD2
PDZD2; AIPC; KIAA0300; PDZK3; PDZ domain-containing protein 2; Activated in prostate
cancer protein; PDZ domain-containing protein 3
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は6つのPDZドメインを含み、プロインターロイキン-16（プロIL-16）と配列相同性を有しています。プロIL-16と同様に、このタンパク質は小胞体に局在し、カスパーゼによって切断されて2つのPDZドメインを含む分泌ペプチドを生成すると考えられています。さらに、この遺伝子は原発性前立腺腫瘍において発現が上昇しており、前立腺腫瘍形成の初期段階に関与している可能性があります。 [RefSeq提供、2015年12月],疾患:前立腺腫瘍形成の早期促進に関連する可能性がある。,PTM:分泌型はカスパーゼ媒介タンパク質分解切断によって生成される。,類似性:1つのPDZ（DHR）ドメインを含む。,類似性:6つのPDZ（DHR）ドメインを含む。,細胞内局在:肺上皮細胞の細胞間接触部。,サブユニット:SCN10A、CTNND2、およびPKP4と相互作用する。,組織特異性:前立腺および多くの前立腺腫瘍で（タンパク質レベルで）発現する。,
	研究分野
	神経科学; 神経伝達; 細胞内シグナル伝達; アダプター
	画像データ
	

	PDZD2抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

